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１ 会 議 名  東濃フロンティア高等学校 学校運営協議会 （第２回） 

        

２ 開催日時  令和７年１１月１１日（火） １３：３０～１５：３０ 

 

３ 開催場所  東濃フロンティア高等学校 会議室 

        開催にあたり、委員による学校見学・授業参観を実施した 

         

 

４ 参 加 者  会  長  山田 利彦   土岐市泉西公民館館長 

                副 会 長    水野 和明  泉町河合副区長 

                委  員    岡部 真弓   土岐市保護区保護司会     

                            三浦 直之   東濃鉄道多治見営業所助役 

              肥田 朋佳  育友会副会長 

                            村野 政章   NPO法人 Earth as Mother 本部副理事（兼「いくるば」 
事業統括長 

                          長江恵理子   精神保健福祉士 

 

              学 校 側    吉村 智典    校長 

              松岡 千年    副校長 

                         井戸 勇心    事務部長 

松本 義一    教頭 

                            岩川光一朗  教務主任 

                            髙木健太郎    生徒指導主事 

              松浦 隆秋  進路指導主事 

 

５ 会議の概要（協議事項） 

 １）「令和７年度学校評価」について 

   意見１：「ＩＣＴ機器を活用した授業や課題学習等の支援を、積極的に実施している。」と

ういう項目について、生徒が使用しているタブレットについて、現在は誰が負担し

ているのか。 

   回答１：現在は、県で負担している。来年度の 1年生から個人負担となることが新聞報道で

発表されている。 

意見２：来年度から自己負担となると費用はどれほどか。また費用が高額となると保護者の 

負担が大きいのではないか。 

回答２：生徒一人当たり５万円ほど必要となる。経済的に困難な家庭については、支援が実 

施されると聞いている。 

    意見３：「学校は、地域に根ざした特色ある学校づくりを推進している。（ボランティア、

思索坂清掃・公民館祭りに参加 等）という項目について、思索坂清掃に参加した

が、生徒の明るく気持ちのよい対応を感じた。 また、帰りのバスの車内では、運転



手さんに対するあいさつもよかった。今後も泉町文化祭などで地域との協力をお願

いしたい。 

回答３：今後も積極的に参加していきたい。 

   意見４：「ＩＣＴ機器を活用した授業や課題学習等の支援を、積極的に実施している。」と 

ういう項目について、生徒はＡＩを実際に使用しているのか。これに頼りすぎるの 

はよくないのではないか。 

回答４：生徒は実際に使用している。今のところ、これに頼りすぎるというほどではないと 

受け止めているが、今後も注意してみていきたい。 

（２）その他の意見交換について 

意見１：東濃特別支援学校との合同授業を参観した。国語の授業の中で、東濃フロンティア 

高等学校と東濃特別支援学校の生徒が協力して内容を考えて発表する場面があった。 

ひやひやする場面もあったが、しっかりとは発表ができたので感動した。 

   回答１：毎年教科を変えて実施しているが、来年度以降も内容をより濃くして継続していき 

たい。 

意見２：駅前パトロールで多くの高校生と接しているが東濃フロンティア高校生徒が一番あ 

いさつをしてくれて気持ちいい。 

回答２：今後も、そのように指導していきたい。 

    

６ 会議のまとめ 

 ・「令和７年度学校評価」について管理職から概要を説明し・各分掌長からの分析を伝え、質疑 

や意見を得た上で、今後の学校の進むべき方向も見極めた出席者全員の意見を得た。 

・授業参観・学校見学を実施したが、個別の生徒にあたる教員の明るい対応に生徒がよく反応し 

ているなど、本校に対する温かい多くの感想をいただいた。 

 ・第３回の学校運営協議会でも良好な評価を受けることができるよう取り組みを進めていきたい。 


